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　「チームオレンジ」という言葉を聞いたことはありますか？認知症になっても、家族が認知症になっても「この町で
安心して暮らしたい」という願いを叶えるための助け合いのチームです。利根町でもチームオレンジがさまざまなとこ
ろでできてきました。「オレンジ」の由来は諸説ありますが、「温かさ」と「手助けします」という意味合いがあり、認
知症のシンボルカラーになっています。
　具体的には、認知症のことを正しく学んだ「認知症サポーター」の中から、さらにステップアップした人達が集まり、
例えば定期的にお茶を飲みながらおしゃべりしたり、一緒にお買い物に行ったり、ちょっとしたお困りごとの相談に乗っ
たりします。大きな「介護サービス」というよりは「ちょっと頼れる、詳しいお隣さん」が近くにいてくれるという安
心感があるのが特徴です。また「何かあったら助けてもらう」だけではなく、元気な方は「チームの一員として誰かの
役に立つ」こともできます。
　みんなでオレンジの輪を広げて、認知症の方が安心して暮らせる町にしていきましょう。

私たちはここにいます！
　認知症地域支援推進員配置施設
　●利根町地域包括支援センター　☎６８－２２１１　　●利根町保健福祉センター　　　　☎６８－８２９１
　●複合福祉施設　響　　　　　　☎６１－８５００　　●介護老人保健施設　もえぎ野　　☎８４－６０８１　

認知症地域支援推進員のつぶやき　No. 96

　クーリングシェルターとはどなたでも無料で利用できる、暑さから身を守るための一時避難場所です。
　近年、猛暑日が増え、熱中症による救急搬送も増加しています。 
　利根町では、熱中症警戒アラートや特別警戒アラートが発表された際の重大な健康被害を防ぐために、冷房の効いた公共施
設などを「指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）」として指定しています。
　設置期間は１０月頃までとし、町内１０か所を指定しています。
　暑さを感じたときは無理をせず、クーリングシェルターを利用しましょう。

今回は、「クーリングシェルター」のお話

関連URＬ
利根町「涼み処～指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）～の開設」
https://www.town.tone.ibaraki.jp/kenkou-hukushi/page007098.html
独立行政法人環境再生保全機構「指定暑熱避難施設について」
https://www.erca.go.jp/heatstroke/shonetsu/

チームオレンジ

令和 8年 8月（No.749）令和 8年８月（No.749）

昨年に引き続き、令和8年12月12日（土）に開催される「第43回茨城県民駅伝競争大会」への　
出場を目標とする駅伝メンバーを募集します。
地域おこし協力隊・稲垣が中心となり、大会へ向けた練習会などを実施していきます。
県民駅伝を走りたい方、走力・タイムの向上を目指す方やご興味のある方はぜひご参加ください。
募集対象者は、運動歴のある一般男女。練習会のみや不定期での参加もOK。
応募は二次元コードにて。
募集内容のご質問などありましたら、メールか電話でお気軽にお問い合わせください。

＜電　話＞ 090ｰ3646ｰ1710
＜メール＞ teppei.inagaki.3sports@gmail.com
　　　　　　　　　　（地域おこし協力隊・稲垣）

地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信

【設置場所】
・利根町役場庁舎（各棟１階待合席）
・利根町保健福祉センター（ロビー）
・利根町文化センター（ロビー）
・利根町生涯学習センター（ロビー）
・利根町図書館（１階閲覧室ほか）
・布川地区コミュニティセンター（ロビー）
・とねふれあいプラザ（エントランス）
・利根町総合教育センター（１階休憩室）
・はない薬局（待合席）
・利根町薬局（待合席）

TONE（とね）駅伝プロジェクト（再）始動 ！ ！

●問い合わせ　☎６8－2211（内線421）

　多文化共生担当の池本です。利根町へ移住して半年が経ちました。直近の私の取組み内容をご
紹介します。町内には外国籍住民の日本語学習を支援する「日本語サロン」があります。6 月に
私は全体学習を担当し、利根町の和菓子やイメージキャラクター「とねりん」など、地域の伝統
をやさしい日本語で紹介しました。また、利根ニュータウン自治会では多文化共生委員会が発足
し、委員の皆さまや地域の皆さまと意見交換を行いました。さらに、6 月 26 日には八幡台のカ
ルパナ食堂にて、ネパール料理を通じて地域住民と留学生が交流し、相互理解を深める多文化交
流会を開催しました。今後も、地域の皆さまと外国籍住民が「お隣さん」として支え合える関係
づくりを目指し、多文化共生の推進に努めてまいります。

　多文化共生プロモーターとして活動しております、奥田
晶子です。最近、スーパーや町の中で声をかけていただく
ことが多くなり、とてもうれしく、活動するエネルギーに
なります。ありがとうございます！留学生宅を訪問して、
洗濯物の干し方やごみ出し、害虫駆除の方法など日本の生
活スタイルをレクチャーしております。学生も素直に受け
入れてくれ、洗濯物の干し方も変わってきたなぁと感じて
います。今後も続けて活動していきたいと思います。さ
て、先日、１０月３日（土）に開催予定の多文化共生イベ
ントで提供するカレーを試作しました。当日は、「動物性
原材料不使用のカレールー」で作ったチキンカレーを個数限定で来場者さまに提供しようと準備
を進めています。他にも皆さんが楽しめるようなイベントになるよう準備していますのでぜひ遊
びに来てくださいね！
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洗濯物の干し方をレクチャー

カレーの試作の様子
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